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はじめに

十世紀以降に中国の福建省において成立した婿祖信仰は、航海安全、子授

けなどの利益がある。北宋徽宗から扇額を賜った後、次第に 「護国庇民」、

「弘仁普済」などの封号を与えられた「婿祖」という俗称が誕生する前、鳩

祖は天妃や天后などと呼ばれていた。婿祖は、主に航海 ・漁業に従事する者

の命を守る女神である。鳩祖信仰が諸外国に伝播し、地域化を遂げた背景に

は、鰐祖のもつ「海難から人々を救う」という救済者としての特質が深く関

わると考えられる。また、積極的に他信仰と習合したという特徴は、鳩祖信

仰が多くの新宗教のような一時流行のみで終わらず、現在まで信仰され続け

てきた要因と考えられる。

他信仰との習合は， 言うまでもなく婚祖信仰の重要な特徴である。その中

でも，仏教やそれ以外の様々な女神信仰からの影響を受けていることに注目

すべきである。女神信仰に注目して見れば，嬬祖信仰においては，誕生して

間もない時期から既に他の数多くの女神信仰との相互的な交流が行われ，更

に習合した事例も存在している。

現在は女性的な菩薩とみなされている観音も、婿祖信仰との交流が深い。

図像や物語などにおいて、婿祖信仰は観音信仰、特に女性化した観音からの

影響が大きい。また、この影響は、観音信仰だけではなく 、観音信仰と関連

を持つ他の信仰文化からも受けたものである。このような、観音信仰を媒介
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婿祖と観音の諸類型

とした信仰文化聞の交流状況は、婿祖信仰の研究に対して、新たな視点を提

供する。

婿祖と観音が習合した原因は，主に二つあると考えられる。一つ目は，婿

祖とマニ教の関係である。婿祖の姿については観音，特に白衣観音が参照さ

れた可能性が高い。鳩祖の図像のみを見ると，右手に柳の校 ・梯子 ・玉如意

などを持つほか，白衣を着た姿も多い。白い衣を頭から被り，身を包むとい

う様子は，マニ教の女神 ・女性信者 仏教の白衣観音.婿祖信仰の婿祖にお

ける共通点とも言える。従って 婿祖像の原型はマニ教の女性信者であった

可能性もある。そうした信者は布教が禁止されていたマニ教を宣伝するため

に，仏教徒を自称し最初の婿祖廟においてはマニ教の神を本尊として杷っ

ていたとする説もある。実際に唐武宗の会昌廃仏 (845)の際に，仏教と同

様にマニ教も弾圧されたが，難を逃れた一人のマニ僧が福建の泉州に避難し

た。彼が福建に潜伏してマニ教を村人たちに伝え，一種の秘密結社のような

かたちでマニ教は存続していた。後に観音，婿祖と関係を持つことになる澗

州、川、もマニ教とは関連性がある。二つ目は 従来から指摘されている，マニ

教を介さない仏教的要素の混合を通じた観音と婿祖の関係である。

本稿では，マニ教を介すことなく鳩祖と観音が習合した原因の検討により，

婿祖と習合している観音の諸類型を考察する。

一婿祖と観音の関係

婿祖と観音の関係を想起させた原因は，両者の聞に「海難救済J.I慈悲J.

「母性」などの多くの共通点があることである。仏教経典によれば. r観音
経.1 (r法華経J観世音菩薩普門品)が，鳩祖と観音の関係の原点と考えられる。

両者の関係について，以下の観音に関する三種類の説がよく知られている。

一つ目は，婿祖が観音の化身という説である。元代の黄四如は『聖敬順済

祖廟新建蕃麓殿記』の中で「即補陀大士之千億化身也」と述べ，鳩祖が観音

の無数にある化身の一つであることを明白に示している。また，明代の 『太
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婚祖と観音の諸類型

上説天妃救苦霊験経』は「天の肩を並べられる聖后と称する嬬祖は，観音の

化身である。謂洲に神聖な事跡があ り，神通力を使い，海難救済に最も霊験

を持つ。そのため. }II貢済という封号が与えられた。三十二の相があり，三十

二の相はすべて端正なものである。人々が鰐祖の名を呼ぶと，必ず救いがも

たらされる。非常に聖なり 霊験である」と述べ婿祖の設定の中に観音の

特徴が確認できる。後の時代の人が観音菩薩と婚祖の関係の深さをより強調

したと考えられる。婿祖廟では一般的に観音が杷られる。

二つ目は，婿祖が観音の弟子という説である。『天妃娘婿伝』によれば，

婿祖は観音の指示により 自ら転生先として徳望の高い林氏の家を選んだ。

生まれた時から，婚祖は一般人と異なり，欲と執着の少ない子であったこと

から，篤信の在家仏教徒のような特徴を帯びていた。そのような婿祖を見て

母は心配し，ある日，夫に「他の家に産まれた娘は，礼儀作法の問題を指導

すればよかった。何故， うちの娘は一般人と違うのでしょうか」と言った。

つまり，婿祖が他の女性と最も異なる点は 女性にと って相応しくないよう

な，情欲を捨てて善行と利他行を積むという「衆生救済」の仏教的性質であ

る。婿祖がこのような性質を持つ理由は，婿祖が自ら仏教に親しみ，また，

観音も彼女に仏法を教えたためと考えられる。これは. r天妃娘婿伝』の
「第二回玄真女得例真惇」に示される話に基づく説である。この伝承による

りんも〈じよ

と，婿祖のモデルであり，実在した人物とされる林歎娘は，観世音菩薩に出

会い，その際に， 仏教の法門を授かったとされる。これによって，観音は天

上界で婿祖に伝法しただけではなく ，人間界においても嬬祖を指導している

ことが分かる。『天妃娘婿伝』の視点から見れば 元々も在家の仏教徒とし

ての嬬祖は衆生救済の道を目指すため、観音を信仰し、さらに結婚の申込み

も断ったと考えられる。『天妃顕聖録JI椙山飛昇」は婿祖の性格を「心好清

浄，塵嚢所不楽居」と述べ，生涯結婚しなかったとする。この伝承によって

婚祖が観世音菩薩の弟子であるという説が定着したのである。

三つ目は，婿祖が観音の脇侍龍女であるとする説である。注意すべきなの

は，婿祖は様々な呼称を持つことである。「龍女」と呼ばれるようになった
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鳩祖と観音の諸類型

三つの原因は，鳩祖の生涯に関係がある。そのため 諸説の時系列と嬬祖が

観音の脇侍龍女になった原因を推測してみる。

(1)生前の鳩祖を名門の背田唐九牧林の一族と関連付け，その一族の子

孫であるとする説である。この名門一族が九牧林とよばれる原因は，門内に

おいて九人の有望な人材を育て上げたことによる。人々はこの息子たちを

「九龍」と称賛した。婿祖の父林願は 「都巡検Jであり，常に部下たちを連

れて海に出，福建省 (興化軍)における沿岸部一帯を視察していた。嬬祖は

生涯独身であり，ある日，自分の死を予感し，家族と別れた後，酒がト|島の最

も高い場所に登り，女神になった。その日，多くの人が彼女の昇天する様子

を目撃したとされる。ところが，宋代の摩鵬飛，丁伯桂などは婿祖の出身に

ついて， 1林氏」とのみ記しており，特定の一族を指摘しているわけではな

い。元代の文献では鳩祖を背田都巡君の娘とする説が見られはじめ，少なく

とも明代から婿祖の家系を示す文献は存在する。

( 2 )婿祖が一般家庭に生まれた娘とする説である。その場合，家族は漁

業に従事していたと説かれる。しかし，彼女は生まれた時から不思議な霊力

を持ち，特に気候などの複雑な変化を予知し水を統制し治療の能力が高

いとされた。やがて，村で亙女のような存在になったとも記載されている。

そして，彼女は生涯独身であり 海難に遭った人を救うために亡くなったと

される。各地で霊験を顕かにするため 後に朝廷の認可を得た。

( 3 )龍王の娘とする説である。桑悦 『太倉州志』によれば、明らかに婿

祖は元々人間ではなく、本質は龍である。註7に示したように丁伯桂 1)11買済

聖妃廟記Jによれば、婿祖は亡くなって以降、「龍女」と尊称される。一般

的には各地域の海や江を管理する龍王が婿祖の父として採用されている。根

拠として，婿祖廟は龍宮と天上界に倣って造られることが挙げられる。また，

酒洲祖廟においては，四海龍王も杷られている。このような状態になる一つ

目の原因は，恐らく鰐祖信仰は最初から海神信仰と習合する必要があること

を意識していたためと考えられる。二つ目の原因は，元々存在した龍女信仰

が主動的に婿祖信仰と習合したためである。例として，宋代の山東省に位置
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矯祖と観音の諸類型

する霊祥廟に関する記述の内容を見る。清 ・顧炎武の 『日知録J巻25I湘

君」によれば 「又元劉遵魯漠島記日，廟中神妃，相{専為東海底徳王第七女。

夫海有女，買IJ山亦有女， 局足怪子?Jとなる。地元の人たちは，自分たちが

信仰する龍女が婿祖と同じ女神，あるいは天妃に封じられたと主張した。

上記のような経緯を踏まえ，婿祖信仰は信仰圏を拡大させ，さらに水に関

わる利益と勢力を強めるため 脇侍龍女説を作ったと考えられる。ところが，

婿祖が観音の脇侍龍女であるとする説は，代々口頭で伝授されてきた民間伝

説を起源とするため，具体的な成立時期が推測できない。ただし鳩祖信仰

の龍に関する他の諸説より遅く成立したものと考えられる。また，婿祖が先

に龍王の娘になり，その後，観音の脇侍の龍女になった可能性が高い。

婿祖の伝説を確認すれば¥彼女は脇侍の龍女になる素質を持っていたこと

が分かる。観音の脇侍である龍女は 女人成仏の龍女という説が存在するた

め， r法華経.1I提婆達多品」の「龍女伝説」を参照する。

『正法華経.1 (竺法護訳)現代語訳

j尋首答目。在於海中惟但敷演正法華経。智積又問。其法甚深尊妙難及。

能有尋時得例者乎 。j導首答日。龍王有女厭年八歳。聴明智慧輿衆超異。

護大道意。志願弘贋。性行和雅而不倉卒。便可j或例。

文殊菩薩は， I私は海の中において， r正法華経』のみ説示する」と答え
た。そして，智積菩薩は， Iその教えは奥深く，尊くてかつ優れ，得難

い。聞も無く仏果を証得する者がいるか」と問った。文殊菩薩は答えた。

「龍王には娘がいる。彼女の年は八歳であり，賢く，智慧がi前ち，他の

衆生を超え，他の衆生と異なる。彼女は菩提心を起こし，志向と誓願が

広大で、ある。彼女の本性と所行は和}I[買・高雅で、あり，性急ではない。彼

女は成仏することができる」と。

婿祖と脇侍の龍女の類似点をまとめる。
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(1)同じ龍王ではないが，前述のように，婿祖も龍王の娘である。

( 2 )婿祖は非常に賢く，他の衆生と異なり，菩提心を起こし，志向と誓

願が広大で、ある。『天妃顕聖録』によれば，婚祖は観音によって授けられた

子であり，仏教に毅しみ，諦経札仏の修行を毎日行うという，姉たちとは非

常に異なる性質を帯びていた。婿祖が十三歳の時 道土から「もし仏性が十

分に備わっているなら，衆生が悟りの果を得られるような衆生救済をするべ

きだ」と勧められた。特に， r天妃顕聖録Jにおいて，婿祖信仰における救
済には，衆生の命の救済だけではなく「渡人正果」も含まれている。また，

f天妃娘婿伝』の視点から見れば，婿祖は衆生救済の道を目指すため，観音

を信仰し在家の仏教徒として結婚の申込みを断ったと考えられる。『天妃

顕聖録.1I漏山飛昇」は婿祖の性格を「心好清浄，塵嚢所不楽居Jと述べ，

生涯結婚しなかったとする。

興味深いのは，欲の厭離という仏教的な考え方を，儒教は人間の自然の情

に反すると考えることである。仏教の排斥は すべて人倫の道という点から

行われている。そのような価値観に反して 両書の親孝行の記述は変化して

いる。儒教の中に「三従四徳」という戒めや「不敢不致如父之意」などがあ

るように，親の言う事に服従することは孝行の基本である。特に，結婚のよ

うなことは，自らは断わらず，父母の命令や仲人の取り持ちに従うものであ

るとされる。父母の命に反抗できるのは，父母の行為が不義である時に限る。

さらに，鰐祖が最後に自ら死を選ぶような記述は，不孝の一種である。

しかし 『天妃娘婿伝』の主人公としての婿祖は，儒教の教えに従った一

般的な女性の生活をしていなかったものの 最後には儒教を支持する朝廷に

も認められる女神になった。『天妃娘婿伝』は，婿祖の口と行為を通して，

一部の儒教思想に反論を提示した。皮肉なことに，このような婿祖が一般人

を救済しているのである。この側面から 作者は儒教思想よりも衆生救済を

支持していると推測できる。

( 3 )女人救済である。宋代から既に「龍女成仏J(女人救済)I衆生救済」

「地獄救済」などの思想が流行していた。従来より，成仏できないとされて

日
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いた女性を救済するために，女性を男子に変化させるという物語がある。例

えば，r妙法蓮華経jI提婆達多品J及び 『無量寿経Jの第三十五願， r大阿
弥陀経jにおける女人救済についての「転女成仏 ・変成男子」という説であ

る。『天妃顕聖録』 と 『天妃娘婿伝』の「天妃誕降傍Jは、ともに「道士

日 『若具例性，応得渡人正果』。 乃授妃玄微秘法。」という場面がある。婿

祖が仏性を備えることを述べ，観音によって仏道へ導かれたとする。つまり，

婿祖の男性に劣らないという特色について，人間として生まれ，また女神に

なった後も，男性神と同様の能力を持つという点に加えて， I転女成仏 ・変

成男子」も暗示したのであろうか。これに関して，婿祖を観音の脇侍として

の龍女とする説に注意すべきである。『妙法蓮華経』によれば，女性には

「垢穣」と 「五障」があり，女性の姿のままでは成仏できない。『天妃顕聖

録』と 『天妃娘婿伝』は婿祖が身を清らかにし六塵を洗浄したことなどを

数多く述べている。しかし 『無量寿経』の第三十五願によれば，念仏を称

えた女性は，臨終の瞬間に，往生浄土を願い，仏名を称すれば仏の願力によ

って男性の身へと変化し極楽浄土に往生し極楽浄土でさらに仏法の修行

に励んだ後に成仏できるという。婿祖もこのように毎日念仏している。後に

弥勅信仰と繋がり、例えば、 『天妃娘婿伝』には、「慈悲無量功徳，果阿弥満

世」という文言が何度も出てくる。明代において，婿祖信仰は，法華経，浄

土教，禅宗から影響を受けたと考えられる。

婿祖信仰は基本的に衆生救済の信仰であるが 当初は海難救済を主として

おり，漁業，貿易，遠方への旅などに携わる民衆にとって重要な利益があっ

たのは言うまでもない。朝廷側が婿祖に加封した理由を挙げれば，ほほ風水

害 ・海賊 ・1曹運などの海上安全の功徳である。古代においては，船に乗り，

大洋で悪風に遭う海難救済の対象者は，多くの場合男性に限られていたであ

ろう。後に増加する女人救済に関する様々な利益は，初期の婿祖信仰におけ

る海難救済では対象外とされてきた女性を救済の対象とするために付加され

たと考えられる。婚祖信仰における女人救済の子授け，安産などの利益は後

に女性化した観音から継承されたものである。
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婚祖と観音の関係について，上記の他，例えば『天妃顕聖録.1I天妃誕降

停」に，鳩祖は観音によって授けられた子と述べられていることである。ま

た， r天妃顕聖録.1I序文」は婿祖の本質について 「相侍謂大士轄身」と述
べた。縛身は輪週転生の意味だが， r天妃顕聖録Jの内容から見れば，観音
の化身と考えても妥当である。さらに，鳩祖は観世音菩薩と混鴻されつつ信

仰されて，中国仏教において神格とみなされたという解釈もある。実際に，

一部の婿祖廟と仏教系の寺院においては 鰐祖と観音の信仰は共通するもの

となっている。

興味深いのは，袋中良定 (1608)，黒川道祐 (1691)，西川正休 (1720)な

どの資料により， 日本側がどのように嬬祖と観音を結び付けたのか，その内

容が記録されていることである。

二，子授けの利益と婿祖

「白処」をモデルとして誕生し女性化した白衣観音菩薩は，送子観音，南

海観音，慈母観音に影響を与えた。そのため，表面的にみれば， 三者の姿が

非常に類似するため，混同して信仰される場合もよく あった。特に，送子観

音と白衣観音については，同じ女神と認識している人が多かった。一般的に，

中国と西欧諸外国の貿易往来により 聖母マリアと習合した慈母観音が誕生

した時期は， 三者より遅い元代からであると考えられる。ここでは，子授け

の利益をめぐり，嬬祖と送子観音と慈母観音の聞に存在する関連性について

論じる。

まず¥送子観音は「送子娘娘JI送子老母」とも呼ばれる。これに関する

諸伝説については多くの例を挙げることができる。唐代の 『法苑珠林』巻52，

宋代の 『冥祥記J第102話と 『太平広記』巻111，明代の 『錯釈白衣観音菩薩

送嬰児下生宝巻』などは，ともに居士下'院之が観音に祈ることで子宝に恵ま
倒

れたという話を記載している。同じく宋代の 『園通三慧大斎道場儀』巻4

「求男生男」に，下悦之が子宝を望んで、観音菩薩に祈る話以外に， 晋代の王

- 12-
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IR:.という男は子供がないため，嘗て観音に祈ったという話がある。さらに，

『観音経』は子宝を授かる利益を持つ経典として知られるようになる。清代

の 『観音経持験記』巻1・2によれば，唐代，ある高齢者には子供がなかっ

た。ある日年老いた僧に遭った事をきっかけとして， r白衣観音経jを得
てから，専らこの経典を唱え始めた。数年後，遂に三人の男児を得た。元代，

王玉という40代の男には子供がいなかった。ある日友人から 『白衣観音経』

を得て，毎日専ら 『白衣観音経jを唱え始めた。すると，妻の母は白衣を着

て，金冠を被った人が一人の男の子を連れて来る夢を見た。妻の張氏はその

後に妊娠する。明代の万暦庚寅年 (1590)，r了凡四割1.1 (r陰隣録j)を著した
蓑了凡は， r白衣観音経Jが子宝に恵まれるための経典であると明示した。
また，清代の rl咳余叢考』巻34によれば，許澗という人物の妻が難産のため，

非常に危険な状態になった。許i目が心の中で観音菩薩に祈ると，白衣を着た

婦人が彼自身に金色の木龍を渡す様子を悦惚として見た。その後，妻は無事
(2.l 

に男の子を生んだとされる。

以上の例により ，三つの注意するべき点を提示する。第ーに，観音に関す

る子授けの利益という観念が，唐代から既に存在したことである。それは，

『観音経Jをひたすら唱えるならば，子を得る事が出来るというものである。

従来，観音菩薩は三十三の姿に変化し子授けを含めたすべての願いを叶え，

様々な困り事を解決する能力を持つと見なされていた。このため， r観音経』
に説かれる所の観音が滅するとされる七難において明確に「難産」と記述さ

れなくとも，幅広い利益の中には次第に「難産」も出てくると考えられる。

ただし観音に祈ることで子宝に恵まれると説いた 『観音経』は，後に『白

衣観音経』になり，内容も簡略化される。例えば， r白衣観音経』について，
『観音経持霊験記』巻2には「経呪原出大戴。名随心陀羅尼。受持者。一切

祈求悉令満足jと記述されている。この点から 最初は特定の類型の観音が

指定されるわけではないが，時代を経て，白衣観音が子授け専門の菩薩にな

ったと推定される。

第二に，観音に祈ることで子宝に恵まれるための条件が設定されている。

円ぇ
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『妙法蓮華経』巻7においては「若有女人，設欲求男」と記述された。とこ

ろが，上記の例と同様に，観音に祈る信者は常に高齢者，また，子がいない

男を主人公とする傾向がある。彼らが千四ほど経典を唱えた後に，自分では
聞

なく，女性の家族が観音の夢を見る場合が多い。また，彼らが常に男の子を

願うことで，観音の「求男生男」という子供の性別まで決められる能力を強

調している。

第三に， r肢余叢考Jを見ると，観音の安産祈願と送子祈願が関連的に描
かれている。経典では観音の名を繰り返し唱える 「念彼観音力」の性質が強

調される。鳩祖と白衣観音との関係は前節において既に検討した。興味深い

のは，送子観音に見られる，鳩祖と白衣観音の聞に存在する間接的な関連性

である。

(1)婿祖と観音の習合した形:白衣観音と，多くの類型に分かれる観音

と婿祖信仰思想について 婿祖信仰は観音信仰から総合的には衆生救済の思

想、を受容している。一方で、 女神としての婿祖は各々の与える利益により区

別された類型の異なる観音とそれぞれ習合している。つまり ，婿祖と観音が

習合した例について，広い視野で見れば 婿祖と観音本尊とが習合した例も

もちろん含まれる。一方で 部分的に見れば，嬬祖と南海観音，白衣観音な

どの類型が異なる観音と習合した例もある。

( 2 )子授けを求める古い民間習俗 婿祖と観音を肥る寺廟においては多

くの場合ともに行われる。廟内の観音菩薩は主に白衣観音である。以下に二

つの例を挙げる。

(ア)麿州，南海などの地域を中心とする「生菜会」
関

「生菜会」については， }II買徳 『順徳県志1r慶州府志』に記録されている。
特に観音と婿祖の誕生日に両者に対して祈り，生莱を食べ，サザエに触るこ

とで，子に恵まれるという説がある。生菜は「生子 (仔)Jや「生財」の発
間

音と類似している。つまり，子を産むことと財産を増やすことである。生菜

会を開催するときに，寺廟関係者は，事前に，観音廟前にある「海」を象徴

する小池にシジミとサザエを入れる。人々は，小池に手を入れて最初に触れ
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たものを取り出す。これは 観音に祈って恵まれる子の性別を判断する儀式

である。シジミは女の子 サザエは男の子を得るとされる。この儀式は，婿

祖と観音が海との関連性を持つことを明確に示している。

(イ)楊柳崇拝

中国においては，植物崇拝による子授け祈願が存在する。女性のように子

を産む能力を持っていると見なされる植物は 蓮の実と楊柳などがある。楊

柳は女性の生殖能力と子孫が絶えず長く栄えることの比聡に用いられる。蓮

は花托の中に実が多く成るため，子供が多く生まれ家が繁栄するようにとい

う子授け祈願である。楊柳と蓮は共通して観音のイメージが強く含まれる植

物である。楊柳の俗習について 古来より 楊柳の葉を用い作られた菓子を

食べれば，子が得られるという話がある。それ以外には， i拝柳求子」とい

う，楊柳の前で祈り，子を得るという俗習もある。

以上の原因により，元々衆生の除病救済を本誓とし，常に右手に柳の校を

持ち，白衣を着た姿で，別名が薬王観音とされていた楊柳観音は，送子観音

の一つの類型となった。一方で 婿祖に関する古い図像のうち，片手に楊柳

の枝を持ち， もう片方に薬缶を持つ場合がある。恐らく，観音がかつて婿祖

の母王氏の夢に現れたとき，丸薬を王氏に食べさせ， iこれを飲めば，あな

た達の善行の果報を与えましょう」と告げたとされることから，子授け物語

に関係があると考えられる。また 観音菩薩が持つ柳の枝で、浄瓶の水をまく

ことで，雨を降らせる雨乞い利益と除病利益は，婿祖信仰にも見られる。

除病利益に関しては，婿祖が観音から薬を作る方法を学ぶという物語もあ

る。また，除病利益の中の疫病退治において 観音が柳の枝で浄瓶の水をま

く姿はよく見られ，この方法自体が俗習の一つである。婿祖に関する古い図

像には，婿祖が片手に楊柳の枝を持ち， もう片方に浄瓶を持つ姿も見られる。

また， i救民」という思想が現れる「煉薬救民jの図において，観音は弟子
闘

である嬬祖に薬を作る方法を教えたとされる。白衣を纏う観音が持っている

器具は，浮塵という道教の法器である。三教交渉の影響を受け，仏教的な神

仏の図像にも浮塵が描かれ始めた。浮塵は，煩悩断捨，妖怪退治，除病救済

- 15-
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などの効用がある。つまり，鳩祖は楊柳観音とも習合している。

凶

図 中国福建省徳化窯マリア観音

最後に，マリア観音像とマリア婿祖像の関係について触れておく。幼児キ

リストを抱く聖母マリアの姿に酷似した観音像は図像の中によく見られる。

聖母マリアが観音，婿祖と習合した原因は， r慈悲J，r子授けJ，r受胎告知」
である。

『聖書』 の中に登場する実在の人物としてのマリアの慈悲は，彼女の母性
倒

的な愛が世間の人々にも伝わり，すべての人を母のように愛することである。

神聖なる聖母の愛であると考えられる。中国においてマリアに関する子授け

祈願がいつから誕生したのかについて 具体的な記録は残っていない。しか

し 1515年前後から，中国式の聖母像は既に存在していたとされる。例えば，

Carlo Crivelli (1430-1493年以降)の聖母像やJean Perrealeが制作した聖母

像などが例に挙げられ，元末明初から新式の聖母に類似する観音像が誕生し

たと推測されている。弥永信美 (2002)によれば 1548年にマラッカに流れ

ついた日本人ヤジロウの口述により作成された「日本事情報告書」は赤児を

抱く女性化した観音像の存在を記録しているという。弥永は「赤児を抱く聖

母の磁器像が，遅くとも十六世紀前半から中国で造られ， もしかするとそれ

16 
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よりさらに百数年以前から作られている可能性」を提示する。Arnold

(1999， p. 151)によれば，フランシスコ会によって中国にもたらされた聖母

像の原型が中国における女神としての観音像に吸収され，時を経て観音の新

たな型である子安観音像が誕生したという。以上の先行研究を踏まえ，遅く

とも十六世紀から聖母像と中国における子安観音像は互いに影響を与えたと
ω 

推測する。白磁を製作するのは マリア観音像の特徴である，肌の白い欧米

人と神聖かっ純潔な聖母に対するイメージだと考えられる。古代、中国でも

日本と同様に宣教師追放令が出され、キリス ト教を弾圧した情況にあった。

しかし重要な貿易港を有する福建省は常に特例とされ，特に南部に位置す

る徳化窯は，宋代から神仏の像を制作してきた重要な拠点である。多くの子

安マリア観音像は福建省で制作されたものである。

赤児を抱く姿は同様に赤児を抱く送子観音とも対応する。婿祖に関する図

像にはこのような姿は確認できなかった。「受胎告知」とは， 周知のように，

大天使ガブリエルが聖母マリアのもとを訪れ 彼女にキリス トの受胎を告げ

たという話である。当時 まだ処女であるマリアは処女懐胎の奇跡によって

生まれた子にイエス (神の子)と名付けた。生涯結婚しなかった婿祖の「天

妃降誕」とこのマリアの「受胎告知」の類似点は 超越的な他者から将来神

になる子の誕生を告げられることである。

マリア鳩祖像の制作時期については，次のように考えられる。まず，家康

がキリスト教を「禁教」にして以降，中国のキリス ト教信者はマリア像を婿

祖像のように造り，このマリア鳩祖像を日本に住む華僑たちとキリシタンに

売った。次に，1925年，中治稔郎が日本統治時代の台湾で設立した神道系の

天母教はマリア婿祖像を杷っている。また フィリピンにおける一部の教会

の礼拝堂には，婿祖{象を市Eるほか，マリア婿祖{象もあるようだ。現在，台湾

やマカオなどの婿祖廟においてはマリア婿祖像が杷られている。

- 17-
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終わりに

『太上説天妃救苦霊験経1r天妃顕聖録Jなどは，婚祖の誕生伝において，
観音と婿祖の関係を述べている。嬬祖と観音の関係について，婿祖が観音の

「化身，弟子，脇侍龍女」であることの三種類に分類できる。

観音は種々の身相を持つが，婿祖と関連性を持つ種々の観音は，海難以外

にも，特に子授けのような女性の悩みを解決できるイメージが強い。ところ

が，現在の婿祖信仰において顕著な 「子授けJ.I安産祈願J.I縁結びJなど

は，女性化した観音信仰と習合した後に蟻んになった利益であると考えられ

る。嬬祖は，最初は白衣観音と習合した。そして，白衣観音を通して，徐々

に子授けや子安などの利益が加えられ 南海観音 送子観音などと習合し始

めた。一方，聖母マリアより誕生した聖母観音と聖母婚祖は特別な例である。

側面的に見れば，観音は婿祖と習合したことにより，女性としての観音のイ

メージをさらに強調した。仏教と婿祖信仰は最初から衆生救済という目的を

掲げているとされるが，実際には，両者とも初期は男性救済を重視する傾向

があると考える。

婿祖と観音の間にある関係は 歴史地理の観点から，中国と日本の双方に

おける観音信仰の詳細が比較されなければならない。また，水陸法会や女人

救済の水子供養， 目連救母などについては，更なる研究の余地がある。

参考資料

蒋維鉄 (1990)r婿祖文献資料l福建出版社
明-呉還初 (1990)r天妃娘娘鳩J.上海古籍出版社
明初 ・撲人不詳(1992)r太上説天妃救苦霊験経』裁外道書(全36冊)第3冊，
巴局書社

明・撰人不詳(1992)r太上説天妃救苦霊験経J.巴局番社刊
弥永信美 (2002)r観音変容認 ・仏教神話学;II (仏教神話学(2))J.法蔵館
古田紹欽 (1959)r仏教が非人倫的であると云ふ誘難に対しての仏教者の反論
反排仏の護法思想Jr北海道大学文学部紀要J7. pp. 1-15 

- 18-



婿祖と観音の諸類型

中村哲(1976)r本朝婿祖渡来考Jrえとのすj第6号
田上太秀(1990)I変成男子思想の研究Jr駒津大学禅研究所年報j通号1，pp 
41-61 
白土わか(1991)11法華経」 ・「無量寿経」 ・「転女成仏経」における女人救済」
『国文学解釈と鑑賞J.pp. 116-123 

一一一一一 (1998)I仏典に現われた女性達Jr女性と仏教j通号30，pp. 199-257 
Valerie Hansen (1999)包偉民訳 『変遷之神;南宋時期的民間信仰1. 断江人民

出版社

藤田明良 (2021)r東アジアの鳩祖信仰と日本の船玉神信仰J，国立歴史民俗博物
館研究報告 (223)，pp.97-148 

菊地章太 (2017)r民間信仰と例数の融合一東アジアにおける婿祖崇奔の機大を
たどる-Jr東アジア仏教学術論集j巻5，pp.29-56 

白景陪 (2017)I竺法護訳『正法華経jの 〈龍女伝説>(白)Jr比較論理学研究j
14， pp.123-139 

王燕芹 (2020)r宋代における鳩祖信仰の実像Jr都市文化研究JVo1.22， pp. 24-
38 

註

(1 ) 婿祖が夫人.天妃，天后，天上聖母 (簡略には聖母)と呼ばれるのは正式に

封号を下賜された後である。それ以前は，系譜にしたがって六房老姑婆，他に

娘婿，聖妃などと呼ばれていた。婿祖と呼ばれ始めた時期は清代からと推測さ

れている。

(2) 鳩祖信仰はアジアの諸宗教の神仏と習合した例が多い。特に観音と関連性を

持つ神々は?同様に鳩祖とも関係を持つ場合もある。

(3) 霊慈廟「観音指法 ・仙女降凡JU青)の鰐祖図と 「煉薬救民Jr霊慈廟婿故事
壁画j第15図、 p.138参照。また、江南式の白衣観音 (右上 明代の朝廷画師

の丁雲鵬によって1609年に制作された作品である。『故宮書画図録8j、p.331 

参照。

(4) I第九回 玄真女機上救舟」 自幼至長，薄暗慾，寡言笑，遊於凡世之中，而
不染塵世之気。↑生好記観音菩薩 乃絵一象朝夕奔。(略)其母告其父日 「人

家産女，無非無儀， 奈何我家産女，独此怪異。」

(5) 李丑父 ・1259年， I霊恵妃廟記J 妃林氏，生子甫之海上漏洲 御災号、有功徳
於民，宜秩典市E，而地之相去則有疑駕?或目。妃龍種也，龍之出入窃冥，無所
不寓，ネ申霊亦無所不至。

(6) 都巡検と都巡君は同じ意味である。元 ・程端学『積斎集j巻4 I霊済廟事跡
記J: I神姓林氏，輿化育回都巡君之季女。生而神異，力能f丞人，号、難，居室未三
卜年而卒。」
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鰯祖と観音の諸類型

(7)張霧は明 -永楽7年(1409)の 『聖妃霊著録』に，李賢は明英宗天}I[買5年

(1461)の 『大明一統志輿化府首田県jなどに婿祖の家系を提示している。

(8) T伯桂 1230年， I}I[買済聖妃廟記」は通賢神女を「龍女」と見なす 「神背陽

漏洲林氏女，少能言人禍福，残号通賢神女，或日龍女。」

(9)宋・!琴鵬飛 『聖敬祖廟重建順j斉廟記1宋 -李俊甫 『背陽比事』の「村l女談
使」条，明 -呉途初『天妃娘婿伝』と明 ・熊龍峰 『銀天妃娘婿伝1清 ・『天妃
顕聖録jI窺井得符」などに確認できる嬬祖の生前事跡に関する記述による。
I銀天妃娘婿伝jは 『天妃娘婿伝1の内容を基にして描かれた絵本である。。0)桑|党・1315年， r太倉州志j巻10I舎利性古 昆山霊慈宮原廟記j: I百五哉天
妃為徳也。托質青田，愛示有初，或龍或人。」

(11) 菊地章太 (2017)，p. 31と王燕芹 (2020a)p. 25を参照

同藤田明良 (2021)は龍王信仰と婿祖信仰の関係について述べた。『山川志』

「元進士劉遵魯記略」によれば、「廟日霊祥，神目、顕感神妃。者民相伝，為東海

広徳王第七女。元得江南幾二十載根運，所過無風I寿之険，量非神明，有以助之

耶」とある。

(13) T09 . 105c28-106a03 

(14) 鳩祖は五歳から 『観音経jを暗諦できたという説がある。また，道士が鳩祖

に 「若具例性，応得波人正果」と教えたことから，道教も仏教の衆生救済の方

法を認めていることが分かる。

(1司 「渡人正果」とは，衆生を仏教的な理想、の境地に達させ，悟りの果を得させ

ることを言う。

(16)仏教が非人倫的であるという非難に対する仏教者の反論については，古田紹

欽 (1959)を参照。

(17) r孟子jI勝文公下j: I不待父母之命 媒灼之言，鑓穴隙相窺，途堵相従，員IJ
父母国人皆賎之」父母の命媒灼の言を待たずに 塀に穴を杢けて互いに相見

えたり垣根を越えて互いに逢い引きしたりしたら 父母と周りの人たちが皆こ

の二人を蔑む。

(18)袋中良定(1608)r琉球神道記』巻五「天妃事」条においては，婿祖は菩薩
として認識されている。黒川道祐(1691)r遠碧軒記j下之三 「仔[i事j，p. 162 
においては，婿祖は天妃菩薩と呼ばれる。「唐の天子后死して観音に変化し水

難を救との盟あり，それより舟神とす」と述べている。西川正体(1720)I長
崎夜話草」一之巻「野麻権現並日御崎観音之事j，p. 5においては婿祖が観音

の化身と見なされる。

加1) I羅教」という明 ・正徳年間 (1506-1518)に羅祖が開創した中国の民間宗教
は，仏教，道教などの思想、と神仏を吸収し，九大老母を崇めた。九大老母の中

において，第二位の老母は観音である。老母とは非常に優しい母のようなイ

メージを表現する言葉である。第五位の老母は送子娘娘(ニヤンニヤン信仰)
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婿祖と観音の諸類型

である。「娘娘」とは母，婦人，皇后などの意味を指す。婿祖と観音も「婿祖

娘娘，観音娘娘」と呼ばれている。

側 『法苑珠林jは，唐代に道世が著した仏教典籍である。『太平広記jは， 北

宋 ・太宗の勅命を奉じて李肪ら12名によって編纂された類審である。『冥祥記j

は，中国南朝宋 -斉の人で、ある王淡が撰した志怪小説集で、ある。『法苑珠林j

巻52: I宋居士一ド悦之。済陰人也。作朝請居在i朝溝。行年五十未有子息。婦為
取妾。復積載不平。将祈求継嗣。千遍縛観世音経。其数垂寛妾便有娠。遂生一

男。元嘉十八年己五歳 (右四験出冥祥記)0 J (T53， 00. 2122， p. 678b8-12) 
(2~ r園通三主義大斉道場儀jは宋代において僧侶になる試験の科白書の一つであ
る。

mil通三慧大斉道場儀』巻4I求男生男J:按 『鰐正論j云 「晋王現無子.
嘗祈観音。後路行逢一胡僧云 我死，為君作子。少時道人亡，而限委有卒。

及生能語，郎通西域十六国党音， ~語、慧非常， 即尚書王洪明也，故小名阿練

若。」

又按 『冥祥記j云 。「宋下悦之年五十無子，発願諦 『観音経』 千遍。其数垂

畢，而妻有娠，生一男。此即経云「求男生男」之明!検失」

(ZVV12， 00. 98， pp. 152a13-153a5) 

凶 『観音経持験記jは清 ・周克復が1659年に著した書籍である。観音の様々な霊

験に関する記事が記録されている。『観音経持験記j巻1I唐衡陽一士人J(X78， 
00. 1542， p. 98c16-2l/ 1Z2B: 7， p. 485a7-12/ /R134， p. 969a7-12)と 『観音経持

験記j巻2I元南京大寧坊王玉J(X78， 00. 1542， pp. 10lcl6-102a2/ 1Z2B: 7， p 
488a8-18//R134. p. 975a8-18)参照。

凶 rl咳余叢考jは清代の有名な詩人であり史学者の越奨によって著された学術
書である。『阪余叢考j巻34，・「許j回妻孫氏臨産，危苦万;伏，歎鵡観世音， 悦惚

見白磐婦抱一金色木龍奥之，遂生男。J
凶 『観自在菩薩恒師事多l呼IJ随心陀羅尼経J(T20， 00. l103b， p. 463cl2-15)と 『妙
法蓮華経』巻7 (T09， 00. 262， p. 57a5-9 )を参照。

師) 観音に祈ることで子宝に恵まれようとする信者は決して高齢の男性だけでは

ない。男性は家主として，家族全員を代表する立場にある。このため，観音が

子を授ける物諾において，祈る人は多くの場合男性である。これに対し女性

は常に観音の夢を見る役割である。

郎i) i青代の rJ順徳県志J.r康ナト|府志』には 「迎春日 .• • • • • I吹生菜，春餅，以迎生
汽jという生菜会の記録がある。生菜会は明代から既に流行していた俗習と考

えられている。

間生仔は広東方面の方言である。

四)救民とは言葉通り，民衆を救済することである。しかしすべての人々を救

済するというより，強調された救済の対象は国民である。国家利益を推し進め
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る国に属する民衆という 「護国利民」の考え方である。中国における観音信仰

は，婿祖信仰と同じく「護国利民」の例がある。

帥) 宮川由衣 (2021)p. 33を参照

側 『マタイ福音書1， rマルコ福音書J.rルカ福音書jなどを参照。
(3~ 弥永信美 (2002)pp. 307-309を参照。

(32) Princely Gifts & Papal Treasures: The Franciscan Mission to China & Its 
Influence on the Art of the West. 1250-1350は 主に13世紀から14世紀にかけ
てのフランシスコ会が，パックス ・モンゴリカのこの時期に中国と活発かつ長

期にわたって接触した情況を記録している。彼らは中国に使節団を派遣し

ローマの教皇と北京の元皇帝の問で王子の贈り物を届け合った。

同 中国において，子授けと安産を利益する観音は同一に「送子観音」と見なす。

22 -


